
 

“
家
づ
く
り
”
と
い
う
も
の
は
、
私
た
ち

に
と
っ
て
近
く
て
遠
い
存
在
。身
近
で
あ

り
な
が
ら
、
案
外
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多

い
も
の
で
す
。立
地
や
作
り
方
、
性
能
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
、
そ
し
て
何
よ
り
そ
の
価
格
。

自
分
の
趣
向
を
取
り
入
れ
る
と
突
然
値
段

が
跳
ね
上
が
る
気
が
す
る
し
、「
家
な
ん
て

単
な
る
寝
る
場
所
。だ
か
ら
何
で
も
い
い

よ
」。そ
う
思
っ
て
い
る
方
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。で
も
、
家
や
ガ
レ
ー
ジ
は
毎
日

使
う
も
の
。も
し
自
分
の
趣
味
性
を
反
映

で
き
る
の
な
ら
ば
、
生
活
は
い
っ
そ
う
豊

か
で
楽
し
い
も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
の
は
、
価
格
や
性

能
が
分
か
り
や
す
く
て
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

で
あ
る
こ
と
。し
か
も
そ
れ
で
い
て
カ
ッ

コ
い
い
家
。自
分
の
趣
向
が
フ
ル
に
反
映

で
き
て
、永
い
間
、愛
着
が
持
続
す
る
家
で

す
。そ
ん
な
都
合
の
い
い
家
が
ホ
ン
ト
に

あ
る
の
か
?　

あ
る
の
で
す
よ
。そ
れ
こ

そ
デ
イ
ト
ナ
が
こ
の
連
載
を
通
じ
て
提
案

す
る
全
く
新
し
い
家
の
カ
タ
チ
、
デ
イ
ト

ナ
ハ
ウ
ス
×
L
D
K
な
の
で
す
。

　

こ
の
デ
イ
ト
ナ
ハ
ウ
ス
と
は
、3
・
2
ミ

リ
の
『
L
G
S
パ
ネ
ル
』
と
呼
ば
れ
る
軽

量
鉄
骨
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
い
く
こ
と

で
、
様
々
な
カ
タ
チ
や
用
途
の
建
築
を
作

多種多様な建築を作るためには
単一のパーツを連結するだけ! !

一般の建築は、“柱”と“梁”と呼ばれる縦と横の部
材を使って、軸組を作っていくのですが、LGSシス
テムでは柱梁は単独では存在しません。隣のパネル
と繋ぎ合わされたとき、初めてその一辺が柱になる
のです。つまり同じ部材の連続が、多種多様な建築を
作り上げていくシステムなのです。部材はすべて同
じですから、精度の監理がしやすく、ローコスト、ス
ピーディに生産することが可能ですし、下記のように
パネル枚数で建物のカタチや値段、ライフスタイル
も連想しやすいのもメリットと言えます。

畳二枚分の最小単位建築
茶道の世界でも畳二枚の大きさを最小単
位としています。この最小単位を意識し
ているのは日本人だけかもしれません。
極端な話、LGS パネル 4 枚あれば、人
間は雨風を凌いで生きていけるという哲
学的なカタチが構成できます。この最小
単位を少し意識することで、必要にして
十分な自分の空間をイメージすることが
できるのです。

3階建てガレージ住宅
LGS システムは、軽量鉄骨造に分類さ
れるので、建築基準法では 3F 建てまで
が可能範囲です。いわゆるうなぎの寝床
状態の都市型敷地で、インナーガレージ
付きの住宅を形成するカタチ。建物の一
番奥にらせん階段を設置して、屋上まで
続くコアを作る。ちなみに最上部に設け
られた方丈（パネル 4 枚の箱）は、階
段室となっています。

アメリカな郊外型平屋
平屋においてもシャープでソリッドな建
築フォルムを実現可能です。これはもと
もと 50 年代のアメリカ西海岸の実験住
宅群「ケーススタディーハウス」に触発
されて、建築構造の規制が厳しい日本で
同じテイストを実現するために開発され
たからです。郊外型住宅やウィークエン
ドハウスなど、外部の自然と一体になっ
た美しいラインの骨組み原型です。

デイトナが提案する新しい建築のカタチ

つ ま り

り
あ
げ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。パ
ー
ツ
は
あ

く
ま
で
も
単
一
。そ
れ
で
い
て
ガ
レ
ー
ジ

や
住
宅
は
も
ち
ろ
ん
、別
荘
や
店
舗
、さ
ら

に
マ
ン
シ
ョ
ン
ま
で
作
れ
て
し
ま
う
の
で

す
。こ
の
パ
ネ
ル
状
の
パ
ー
ツ
が
価
格
の

基
本
単
位
な
の
で
、
分
か
り
や
す
く
言
え

ば
、
パ
ネ
ル
枚
数
の
掛
け
算
で
価
格
が
想

像
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、ニ
ッ
ポ
ン
に
昔
か
ら
あ
る
「
坪

い
く
ら
?
」と
い
う
計
算
法
と
同
じ
で
す
。

「
坪
」
と
い
う
の
は
畳
2
枚
分
と
い
う
こ

と
で
す
か
ら
、
畳
と
い
う
パ
ー
ツ
が
家
全

体
の
寸
法
や
価
格
の
基
準
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。そ
の
意
味
で
は
、昔
の

消
し
つ
つ
あ
り
、
真
っ
白
な
ビ
ニ
ー
ル
ク

ロ
ス
の
家
ば
か
り
に
な
り
ま
し
た
。そ
の

よ
う
な
変
化
の
中
で
、
私
た
ち
は
生
活
の

基
本
単
位
（
モ
ジ
ュ
ー
ル
）
を
失
っ
て
い
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。デ
イ
ト
ナ
ハ
ウ

ス
の
L
G
S
パ
ネ
ル
の
幅
は
1
8
0
セ

ン
チ
で
す
。そ
れ
は
畳
一
枚
と
同
じ
長
さ
。

必
然
的
に
私
た
ち
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す

い
空
間
認
識
の
定
規（
も
の
さ
し
）に
な
っ

て
い
る
の
で
す
。

　

今
販
売
さ
れ
て
い
る
住
宅
商
品
は
、
大

量
生
産
品
で
規
格
化
さ
れ
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
あ
た
か
も
個
性
的
で
あ
る
か
の

よ
う
に
売
り
文
句
を
謳
い
あ
げ
ま
す
。

ニ
ッ
ポ
ン
の
木
造
住
宅

は
素
晴
ら
し
い
シ
ス
テ

ム
だ
っ
た
と
言
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。生
活
実

感
に
則
し
た
基
本
的
な

寸
法
（
モ
ジ
ュ
ー
ル
）
を

中
心
に
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
実
感
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

で
も
今
で
は
畳
も
姿
を

DAYTONA HOUSE
サンプル例

デ
イ
ト
ナ
が
提
案
す
る
新
し
い
建
築
の
カ
タ
チ

LGS パネルとは、デイトナハウス
の建築システムの基本の単位にな
る軽量鉄骨のパネルです。厚さ 3.2
㎜、幅 12.5㎝、厚み 5㎝の『C チャ
ンネル』と呼ばれる部材を、横幅
180㎝、縦 270㎝の長方形に溶接
して作ります。対角線のクロスした
パーツは、『ブレース』と呼ばれる
筋違いで、力の伝達を受け持つ大切
な部分です。デイトナハウスは、こ
の基本の形を連結することで住宅、
ガレージ、別荘、店舗、マンション
などの様々な建築を作っていく全く
新しい建築のカタチなのです。パネ
ルの枚数を数えるだけで、建築の広
さ、およその予算がイメージできる
分かりやすさと、パウダーコーティ
ングが施されたその鉄の素材感が醸
し出すハードボイルドな空間のテイ
ストが持ち味なのです。

DAYTONA HOUSEを
構成するLGSパネルとは?

Text/Atsushi TAMADA

これまで、様々な住宅やガレー
ジの魅力を特集してきたデイ
トナが、設計&建築を手掛ける
『LDK』とタッグを組み、ついに
本物の建物をプロデュース。単一
パーツを連結させるだけで、個人
住宅はもちろんのこと、ガレージ
ハウス、賃貸住宅、店舗などなど、
どんな建築にも対応する、遊びの
天才デイトナらしい創意工夫溢
れる住宅システムとなっています。
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い
っ
ぽ
う
デ
イ
ト
ナ
ハ
ウ
ス
は
基
本
単
位

の
パ
ー
ツ
を
可
能
な
限
り
シ
ン
プ
ル
に
す

る
こ
と
で
、
む
し
ろ
自
由
な
建
築
を
可
能

に
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
す
。

　

更
に
、余
分
な
装
飾
を
加
え
ず
、鉄
が
持

つ
そ
の
渋
い
素
材
感
を
引
き
立
て
て
い
る

の
も
デ
イ
ト
ナ
ハ
ウ
ス
の
特
徴
で
す
。一

般
的
な
住
宅
商
品
の
多
く
は
、
骨
組
み

=

骨
格
を
ビ
ニ
ー
ル
ク
ロ
ス
で
覆
い
隠
し
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
は
あ
る
種
の
ラ
ッ

ピ
ン
グ
み
た
い
な
も
の
。住
む
人
の
好
き

嫌
い
の
判
断
は
、
そ
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
の
表

面
上
で
し
か
で
き
ま
せ
ん
。そ
の
ビ
ニ
ー

ル
ク
ロ
ス
が
、
脳
細
胞
に
刺
激
を
与
え
て

く
れ
る
こ
と
も
無
く
、
必
然
的
に
す
ぐ
に

飽
き
て
し
ま
う
よ
う
な
空
間
に
な
っ
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。

　

し
か
し
、
デ
イ
ト
ナ
ハ
ウ
ス
は
余
分
な

ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
前
提
に
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

ガ
レ
ー
ジ
や
趣
味
の
部
屋
で
は
、
鉄
骨
フ

レ
ー
ム
を
む
き
出
し
に
し
ま
す
。そ
う
言

え
ば
、昔
の
民
家
や
寺
社
仏
閣
も
、木
造
の

骨
を
む
き
出
し
に
し
た
空
間
。柱
を
半
分

出
し
て
い
る
和
室
（
真
壁
）
も
そ
う
で
す
。

生
活
の
基
本
単
位
で
あ
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
、

そ
の
素
材
感
を
露
出
さ
せ
る
こ
と
で
、
潔

く
分
か
り
や
す
い
空
間
を
構
築
す
る
の
で

す
。も
ち
ろ
ん
余
分
な
ク
ロ
ス
が
無
い
分
、

コ
ス
ト
も
低
減
で
き
ま
す
。

　

デ
イ
ト
ナ
ハ
ウ
ス
の
骨
格
と
な
る
鉄
骨

フ
レ
ー
ム
は
、
た
だ
の
ペ
ン
キ
塗
り
の
鉄

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。艶
消
し
の
パ
ウ
ダ
ー

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
施
し
て
い
ま
す
。そ
の
深

み
の
あ
る
素
材
感

=「
鉄
感
」
は
、
毎
日
見

て
も
飽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
し
、
そ

こ
の
置
か
れ
る
ク
ル
マ
や
バ
イ
ク
、
様
々

な
趣
味
ア
イ
テ
ム
に
呼
応
し
て
、
生
き
生

き
し
た
趣
味
の
空
間
を
演
出
し
ま
す
。

　

鉄
だ
か
ら
寒
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
?　

と

心
配
さ
れ
て
い
る
方
に
声
を
大
に
言
い
た

い
こ
と
。そ
れ
は
、
む
し
ろ
デ
イ
ト
ナ
ハ
ウ

ス
は
高
性
能
外
断
熱
住
宅
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。外
壁
の
外
側
に
は
、板
状
の
断
熱
材

を
施
し
、
そ
の
上
に
各
種
外
壁
材
が
施
工

さ
れ
ま
す
。ガ
レ
ー
ジ
空
間
が
涼
し
く
、
暖

か
い
。そ
れ
が
長
い
時
間
ガ
レ
ー
ジ
に
滞

在
す
る
必
須
条
件
な
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
デ
イ
ト
ナ
ハ
ウ
ス
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
分
か
り
や
す
く
要
約
す
る
と
、
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
鉄
骨
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
使
っ
た
価
格
の
分

か
り
や
す
さ
。

②
低
価
格
な
の
に
オ
ー
ナ
ー
の
趣
向
に

あ
っ
た
カ
ッ
コ
イ
イ
建
築
が
可
能
な
こ
と
。

③
単
一
パ
ー
ツ
生
産
に
よ
る
ロ
ー
コ
ス
ト

の
実
現
。

④
素
材
感
を
露
出
さ
せ
る
こ
と
で
他
に
は

実
例
の
な
い
潔
い
空
間
性
と
拡
張
性
。

　

こ
れ
ら
4
つ
の
要
素
を
両
立
さ
せ
た
全

く
新
し
い
建
築
の
カ
タ
チ
が
デ
イ
ト
ナ
ハ

ウ
ス
×
L
D
K
と
い
う
訳
で
す
。今
ま
で

縁
遠
か
っ
た
建
築
の
楽
し
さ
を
一
気
に
身

近
に
引
き
寄
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
後
、い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を

こ
の
連
載
で
展
開
し
、
デ
イ
ト
ナ
ハ
ウ
ス

の
魅
力
を
ご
紹
介
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。乞
う
ご
期
待
！

パウダーコーティングされた骨組みをむき出しにしたのが、以前本
誌でもご紹介した、最小限インナーガレージ住宅『MINI HANGER』
です。ハンガーというその名の通り、ライフスタイルの格納庫をテー
マに設計。従来の商品住宅のように、壁掛けテレビの前にソファが
あるような、ステレオタイプのリビングルームを敢えて設定するこ
とをせず、1階のガレージに近接してソファースペースを設けてい
ます。また、モノコックの屋根『R-SPAN』も特徴の一つで、これは
支える骨を必要としないため、美しい吹き抜け空間を2階に実現
することができます。鉄の素材感が味わえて、更にコンパクトな土
地でも住まい手のニーズに応じて自由自在にスペースを調節でき
るという、デイトナハウス by LDKの代表的なモデルです。

個人住宅別 荘

LGSシステムは、敷地形状に合わせて様々なタイ
プのパネル組み合わせをした住宅を作ることがで
きます。大きなガラス開口をLGSパネルを利用し
ながら作るので、アルミサッシなどの不当に高い
コストから解放され、印象的な外観をリーゾナブル
に形成できるのです。骨組みのパウダーコーティン
グを白にすると、やさしい印象の鉄骨住宅が出来
上がります。このようにパウダーコーティングの色
を自由に選べるのもデイトナハウスの特徴です。

1950年代アメリカ西海岸のミッドセンチュリーデ
ザインを踏襲して開発されたLGSシステムは、本
来平屋の別荘にぴったりの建築工法なのです。細
い庇（ひさし）の一直線のラインやスチールサッシ
のシャープな印象は、木造ではまず実現できない
別の世界観を表現できます。それは、分かる人には
すごくわかる世界なのです。大きな木製デッキの
設定も自由自在。

ハードボイルドな印象の家や、やさしい印象の外壁意匠な
ど、デイトナハウスは住まい手の好みに合わせてデザイン
を変えられるのもうれしいポイント。専用ホームページで
その豊富なバリエーションを覗いてみて下さい。

店舗&事務所

デイトナハウスはLGSのフレームを利用したガラ
ス外壁のメリットを発揮して、店舗建築にも最適
な建築工法です。ローコスト、短工期、シャープな外
観、内部の程よいスケルトン感など、店舗建築に必
要な要素がバランスよく実現できるからです。大
きなガラスをファサード（建物の正面）に配置する
ことで、外部から見る天井の鉄骨骨組みが印象的
なのも大きな特徴。デイトナハウスの店舗バージョ
ンは、いろんな可能性を秘めています。

集合住宅

デイトナハウスは、もちろんマンションやアパート
も得意分野。軽量鉄骨の法律的な制約は3階建て
まで延べ床面積、500㎡までというもの。したがっ
て、その範囲内であれば、十分な規模の賃貸住宅が
可能です。艶消し黒の鉄骨フレームを露出させた、
新しいタイプのガレージ付き賃貸住宅や趣味の道
具をストックするトランクルームなど、可能性は無
限に広がっていきます。基礎の軽量化や骨組みの
規格化など、ローコスト化の要素も満載です。

モダンなデザインのガレージ付き賃貸マンションだって建築
可能。適度に鉄骨のシャープなラインを露出させつつ、『GRC
コンクリート』の断熱外壁やウッディーな手すりなどを加味
して、軽快感と高級感を両立させることができます。

1 階のガレージ内部。艶消しブラックの鉄骨フレームが、なぜか男らしくも心を落ち
着かせる雰囲気を演出。専用アタッチメントを駆使して、ディスプレイスペースを実
現すれば、人生これに勝る快楽なし。まさに自分だけの秘密基地が作れてしまいます。

外壁には、亜鉛とアルミニウムの合金『ガル
バリウム鋼板』という耐久性のある素材を使
用。断熱材と一体になった外断熱方式で、鉄
骨の柱の外側に設置します。建物の印象を
シャープにするデザイン上のメリットに加え
て、長い間メンテナンスフリーの高耐久素材。

ミニハンガーハウス

デイトナを始めに、カーマガ
ジンやオートカーの長期連載、
ムック本である CAR&HOME
にて、常にクルマと住宅の関係
について提案し続けてきた建築
プロデュース会社 LDK inc。建
築設計はもちろんのこと、建築
システムの開発や商品開発も行
うユニークな集団。デイトナハ
ウスの LGS パネルの開発は、
15 年越しのプロジェクト。

デイトナが提案する新しい建築のカタチ

庇と内部の天井床のフローリングとウッドデッキその二つ
の要素がガラス一枚隔てて共存します。そのことで自然と
の一体感を満喫できる別荘の内部空間が出来上がるので
す。実はこれが、ミッドセンチュリーの肝とも言えます。

多くの店舗実例をご紹介。左上は『山中湖フォレスト
ヴィレッジ』、左下は伝説のカフェ『WIREDDINER』、
上はキャットストリートにある『X-Girl』。
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